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沖縄総合事務局
～ 美 ら 島 の 未 来 を 拓 く ～

h t tp：/ /www.ogb .go . j p /
広報誌【群星】に対する「皆様の声」をお待ちしています。

主催　国土交通省、 都道府県
協賛　公益財団法人 建設業適正取引推進機構

11月1日 ～11月30日
11月は建設業取引適正化推進月間です

み ん な で 守 る
適正取引
み ん な で 守 る
適正取引

契約は着工前に
書面で締結しましょう

見積書
契約書

［工事内容］

□□□□□□□□□□□□□

 請負代金の額

　￥○○○,○○○,○○○

 工　期
　平成30年○月○日～平成31年○月○日

【問合せ先】　内閣府沖縄総合事務局  開発建設部  建設産業・地方整備課　TEL 098-866-1910
　　　　　　沖縄県  土木建築部  技術･建設業課　　　               　　　TEL 098-866-2374
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隔 月 発 行
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国立沖縄戦没者墓苑参拝・献花

新里県議会議長・赤嶺副議長との懇談 さとうきびの台風被害状況視察玉城沖縄県知事との懇談

　この度、第４次安倍改造内閣において、沖縄担当大臣を拝命いたしました。
　私はこれまでも「沖縄応援団」として様々な形で沖縄関係の仕事に携わってま
いりました。内閣府の沖縄担当の大臣政務官時代（平成15～16年）を中心に、
当時の沖縄の全ての有人離島に足を運び、現地の方々のお話を伺い、それぞれ
の島の暮らしに触れてまいりました。また、沖縄のシンボルであるさとうきびと泡
盛については、さとうきびの安定生産や泡盛の海外輸出促進に取り組んでまいり
ました。
　沖縄の振興は、観光客数の伸びや雇用状況の改善など、着実に成果を挙げて
きていますが、一人当たり県民所得や若年層の失業率、観光業やIT産業の高付
加価値化など、未だ解決すべき課題もあります。
　担当大臣として、東アジアの中心に位置する地理的特性などの優位性や潜在
力を活かしながら、沖縄が真の意味での自立的発展を遂げることができるよう、
全力を尽くす決意です。
　大変な重責ではありますが、沖縄の皆様のお考えも伺いながら、また、可能な
限り現地に足を運びながら、一つ一つ、振興策を着実に前に進めてまいります。

　宮腰沖縄担当大臣は10月8日〜9日にかけて、大臣就任後初めて沖縄県を訪
問しました。
　故翁長雄志元沖縄県知事県民葬に参列するとともに、玉城沖縄県知事や新
里県議会議長・赤嶺副議長と意見交換を行いました。また、国立沖縄戦没者
墓苑、ひめゆりの塔などへの献花・参拝や、対馬丸記念館、西普天間住宅地
区跡地、さとうきびの台風被害などの視察を行いました。

みやこし　　　 　　みつひろ

内閣府特命担当大臣

内
閣
府
副
大
臣
に

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に

宮 腰  光 寛
　

平
成
30
年
10
月
2
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び

北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
に
、
宮
腰
光
寛
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
4
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び

北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
副
大
臣
に
、

左
藤
章
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
4
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び

北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
大
臣
政
務
官

に
、
安
藤
裕
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン

一生
は
重
き
荷
を
負
う
て

遠
き
道
を
往
く
が
如
し

衆
議
院
議
員
初
当
選

衆
議
院
議
員
二
期
目
当
選

農
林
水
産
大
臣
政
務
官

内
閣
府
大
臣
政
務
官

衆
議
院
議
員
三
期
目
当
選

衆
議
院
議
員
四
期
目
当
選

農
林
水
産
副
大
臣

衆
議
院
議
員
五
期
目
当
選

衆
議
院
議
員
六
期
目
当
選

衆
議
院
議
員
七
期
目
当
選

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

衆
議
院
議
員
八
期
目
当
選

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策　
等
）

ほ
か 

一億
総
活
躍
担
当
大
臣

等
を
兼
任
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月
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月
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月
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右
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藤  

章
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あ
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ど
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ひ
ろ
し

安 

藤  

裕
氏
が
就
任

就任の御挨拶副大臣及び大臣政務官のプロフィール

宮 腰 大 臣 の 沖 縄 訪 問

読
書
、
映
画
鑑
賞
、
旅
行

真
実一路

音
楽（
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
）、

読
書
、
ゴ
ル
フ

為
せ
ば
成
る

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も

成
ら
ぬ
は

人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り

衆
議
院
議
員
初
当
選

衆
議
院
議
員
二
期
目
当
選

衆
議
院
議
員
三
期
目
当
選

防
衛
大
臣
政
務
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兼
内
閣
府
副
大
臣

衆
議
院
議
員
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衆
議
院
安
全
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委
員
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衆
議
院
議
員
五
期
目
当
選

内
閣
府
副
大
臣
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沖
縄
及
び
北
方
対
策 

等
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衆
議
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議
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初
当
選
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議
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議
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当
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議
院
議
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選
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閣
府
大
臣
政
務
官

（
沖
縄
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▲山羊汁

▲ヤギバーガー▲ギョウザ

▲ハンバーグ

▲山羊刺し

▲ソーセージ▲ショウガいため

▲カレーライス

「山羊パワー」

新
た
な
山
羊
料
理

　

沖
縄
の
山
羊
料
理
の
代
表
格
は
何
と

い
っ
て
も
「
山
羊
汁
」
と
「
山
羊
刺

し
」
で
し
ょ
う
。
山
羊
料
理
店
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
で
い
ず
れ
も
山
羊
独
特
の
臭

み
を
和
ら
げ
る
た
め
に
ヨ
モ
ギ
（
フ
ー

チ
バ
ー
）
や
シ
ョ
ウ
ガ
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
山
羊
独
特
の
臭
み
は

好
み
が
は
っ
き
り
分
か
れ
、
子
供
や
女

性
に
は
あ
ま
り
人
気
が
な
い
の
が
実
情

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
お
店
で
も
新
た
な
山
羊

料
理
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
最
近
で
は

味
や
見
た
目
に
も
こ
だ
わ
っ
た
料
理
が

出
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
ハ
ン
バ
ー
グ

や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
い
っ
た
子
供
達
に

も
受
入
れ
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
を
は
じ

め
、
食
べ
や
す
い
ヤ
ギ
バ
ー
ガ
ー
も
登

場
し
て
い
ま
す（
左
の
写
真
以
外
に
山

羊
肉
を
使
っ
た
ピ
ザ
、
ポ
ロ
ネ
ー
ゼ
、

ラ
ー
メ
ン
も
あ
り
ま
す
）。

　

こ
う
し
た
お
店
は
観
光
客
が
多
く
利

用
し
て
お
り
、
山
羊
が
観
光
地
沖
縄
の

魅
力
あ
る
食
材
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

増
え
る
山
羊
肉
需
要

　

全
国
の
山
羊
肉
輸
入
量
は
平
成
22
年

以
降
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
近
年

急
増
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
圏
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
や
留
学
生
な
ど
に
対
応
す
る

沖縄は古くから全国で

最も多くの山羊が飼われており、

山羊汁や山羊刺しなどの山羊食文化が根付いています。

また、観光資源として闘山羊や観光農園での

誘客用としても利用されています。

さらに最近ではセラピー、

除草や６次産業化への取組など

活用の幅が広がっており、

多方面で活躍する活力（山羊パワー）で

沖縄農業の成長や地域の活性化を

後押しすることが期待されています。

特　集

　　　　　　　　　　  で

沖縄をもっと元気に！

表
紙
写
真

「山羊パワー」で沖縄をもっと元気に！特 　 集

仕 事 の 窓 1

仕 事 の 窓 2

仕 事 の 窓 3

仕 事 の 窓 4

仕 事 の 窓 5

仕 事 の 窓 6

仕 事 の 窓 7

仕 事 の 窓 8

仕 事 の 窓 9

仕 事 の 窓 1 0

仕 事 の 窓 1 1

仕 事 の 窓 1 2

仕 事 の 窓 1 3

仕 事 の 窓 1 4

な か ゆ く い

お 知 ら せ

お 知 ら せ

就 任 挨 拶

群 星（ む り ぶ し ）と は 、沖 縄 の 方 言 で「 昴（ す ば る ぼ し ）」の こ と で
「 ぶ り ぶ し 」、「 む る ぶ し 」と も 呼 ば れ ま す 。本誌のタイトルについて
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表
紙
写
真
は
南
城
市
の
農
業

生
産
法
人（
株
）大
地
で
飼
育
さ

れ
て
い
る
山
羊（
♀
）で
す
。

　
山
羊
た
ち
は
明
る
く
清
潔
な

山
羊
舎
の
な
か
で
お
い
し
そ
う

に
牧
草
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
山
羊
は
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
で
飼
わ
れ
て
お
り
、
食

用
・
乳
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
や

観
光
農
園
な
ど
多
方
面
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
群
星
特
集
で
は
、
こ

う
し
た
山
羊
の
持
つ
多
く
の
可

能
性
に
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、

表
紙
も
山
羊
の
写
真
を
掲
載
し

ま
し
た
。

　
じ
っ
と
写
真
を
見
つ
け
て
い

る
だ
け
で
読
者
の
皆
様
も
と
て

も
か
わ
い
い
山
羊
に
魅
了
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公正取引委員会の講演会の御案内

初めて身体障がい者向けの財政講演会を開催しました

第58回法人企業景気予測調査（平成30年7〜9月期調査）

子育てパパ＆ママのマネーセミナーを開催
～ライフプランと財政について学ぼう～

国立沖縄高専の学生に、スマート農業やゲノム編集技術を解説！

「農林高等学校等における６次産業化に関する講演会」を開催しました

来年1月から農業経営全体を対象とした収入保険が開始されます

国営沖縄記念公園（海洋博公園）は入園者１億人を達成しました！

11月は「製品安全総点検月間」です。
～事前にチェック！ 身の回りの製品！～

創業支援セミナー2018in沖縄
～創業×地域の未来を考える～

ビジネスを支える知的財産をもっと身近に感じませんか？
～「知財のミカタ～巡回特許庁in那覇～」を開催します～

アジア市場の獲得に向けて

将来の船員確保・育成のために就業体験、体験学習を実施

平成３０年度 船員労働安全衛生月間の実施
～確認しましょう２度、３度 笑顔で家族に会うために～

第七〇回優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）にて最優秀館に選出！
那覇市若狭公民館へ行ってきました

借金で悩んでいませんか？ 多重債務者相談強化キャンペーン2018

しっかり積立、がっちりサポート！ 農業者年金で安心・豊かな老後を

内閣府特命担当大臣就任挨拶

3 2



▲山羊舎と内部の様子

▲乳絞りしぼり体験の様子

▲山羊による緑地の除草の様子　

▲アロエベラ畑の山羊ピラミッドと
　雑草を食べる山羊 ▲観光農園では子山羊が大人気

▲検討会の様子

▲迫力満点の闘山羊

全国の山羊肉輸入量・金額の推移

資料：財務省「貿易統計」

②
地
域
活
性
化
の
取
組

  

本
部
町
の
も
と
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

協
同
組
合
は
「
田
空
の
駅
ハ
ー
ソ
ー
公

園
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
直
売
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
組
合
で
は
公
園
内
に
山
羊
を
放

牧
し
、
山
羊
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提

供
し
て
い
る
ほ
か
、
年
に
一
度
「
も
と

ぶ
田
空
ヤ
ギ
祭
」
を
開
催
し
、
乳
し
ぼ

り
体
験
や
山
羊
の
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
多
彩
な
催
し
で
県
内
外
か
ら
多
く

の
参
加
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

③
除
草
活
動
の
取
組

　

那
覇
市
の
大
石
公
園
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
愛

好
会
は
来
園
者
が
山
羊
の
餌
や
り
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
銘
苅

緑
地
で
の
除
草
の
た
め
に
「
メ
ェ
ー

メ
ェ
ー
や
ぎ
さ
ん
草
は
み
隊
」
と
称
し

て
山
羊
を
放
牧
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
種
類
の
草
を
食
べ
、
ま
た
斜
面
が

得
意
な
山
羊
の
お
か
げ
で
緑
地
を
効
率

的
に
管
理
で
き
、
市
の
除
草
費
用
の
軽

減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

④
農
業
か
ら
６
次
産
業
化
へ

  

宮
古
島
市
の
し
ろ
う
農
園
合
同
会
社

は
ア
ロ
エ
ベ
ラ
の
生
産
と
関
連
会
社
で

の
加
工
品
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放

牧
し
た
山
羊
が
ア
ロ
エ
ベ
ラ
を
避
け
て

雑
草
を
食
べ
る
た
め
除
草
剤
を
使
う
必

要
が
な
く
、
糞
が
肥
料
と
な
る
た
め
化

学
肥
料
も
使
わ
な
く
て
済
む
の
で
コ
ス

ト
軽
減
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
ア
ロ
エ
ベ

ラ
は
有
機
農
産
物
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

も
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
羊
が
登

る
「
山
羊
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
観
光
客
か
ら
大
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
山
羊
と
ア
ロ
エ
べ
ラ

を
活
か
し
た
「
６
次
産
業
化
」
を
進
め

る
た
め
琉
球
大
学
と
の
共
同
研
究
に
も

着
手
し
、
山
羊
ミ
ル
ク
か
ら
チ
ー
ズ
を

生
産
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
山
羊
パ
ワ
ー
」を

　
　
　
活
か
そ
う

　

こ
の
よ
う
に
山
羊
は
農
場
か
ら
公

園
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
山
羊
そ
の
も
の
の
価
格
や
生

産
性
は
他
の
畜
産
動
物
に
比
べ
て
低
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
一
次
産
業
で
は
特
に

重
要
視
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
二
次
、
三
次
産
業
と
の
組
み
合

わ
せ
で
は
る
か
に
大
き
な
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

人
手
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
地

域
で
は
、
公
園
や
公
共
施
設
で
の
除
草

作
業
に
山
羊
を
活
用
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用

法
と
し
て
も
雑
草
を
食
べ
る
山
羊
の
放

牧
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
離
島
に
お
い
て
は
、
農
畜
産

物
の
出
荷
や
飼
料
、
肥
料
と
い
っ
た
生

産
資
材
購
入
の
際
の
輸
送
コ
ス
ト
が
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ロ
エ

べ
ラ
の
栽
培
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

農
産
物
の
生
産
に
山
羊
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
は
離
島
の
農
業
に

と
っ
て
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

愛
ら
し
い
子
山
羊
か
ら
逞
し
い
闘
山

羊
ま
で
、
山
羊
に
は
限
り
な
い
魅
力

と
パ
ワ
ー
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
山

羊
パ
ワ
ー
」
を
活

か
せ
ば
沖
縄
の
農

業
・
地
域
は
も
っ

と
元
気
に
な
る
こ

と
が
大
い
に
期
待

で
き
ま
す
。

農
林
水
産
部
農
政
課
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ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
と
し
て
山
羊
肉
の
需

要
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
分
析

さ
れ
て
い
ま
す
※
。

※
沖
縄
地
区
税
関
「
貿
易
統
計
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
よ
り

　

沖
縄
で
も
海
外
か
ら
の
観
光
客
数
は

毎
年
増
加
し
て
い
る
の
で
、
県
産
山
羊

肉
の
需
要
も
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

県
内
の
山
羊
の
飼
養
頭
数
は
平
成
26

年
以
降
増
加
し
て
お
り
、
平
成
29
年
は

１
万
頭
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山

羊
の
生
産
者
組
織
も
、
各
地
で
結
成
さ

れ
て
お
り
、
山
羊
の
増
頭
や
飼
育
技
術

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
こ
れ
ら
地
域
の
組
織
を
取
り
ま
と
め

た
「
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
山
羊
生
産
振
興

協
議
会
」
は
現
在
、
19
市
町
村
の
20

組
織
が
加
入
し
て
お
り
、
会
員
数
も
約

４
０
０
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
山
羊
の
品
種
は
多
く
が
日
本

ザ
ー
ネ
ン
種
の
雑
種
で
小
型
で
あ
る
た

め
、
沖
縄
県
で
は
今
年
度
か
ら
沖
縄
振

興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用
し
「
お
き

な
わ
山
羊
改
良
基
盤
整
備
事
業
」
で
山

羊
の
改
良
を
進
め
、
一
頭
あ
た
り
の
肉

量
増
加
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
も
こ
う

し
た
山
羊
肉
需
要
や
生
産
気
運
の
高
ま

り
を
受
け
、
山
羊
振
興
に
か
か
る
取
組

を
開
始
し
て
お
り
、
山
羊
舍
や
牧
草
収

穫
機
な
ど
の
整
備
が
で
き
る
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
や
収
入
保
険
制
度
に
よ
る

経
営
安
定
対
策
な
ど
の
説
明
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

活
躍
す
る
山
羊
た
ち

　

山
羊
は
食
用
と
し
て
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
農
園
で

も
活
躍
す
る

よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し

た
。

　

沖
縄
で
は

昔
か
ら
闘
山

羊
が
盛
ん

で
、「
ヒ
ー

ジ
ャ
ー
オ
ー

ラ
セ
ー
」、

「
ピ
ン
ダ

ア
ー
ス
」
な
ど
と
各
地
の
方
言
で
呼
ば

れ
て
お
り
、
祭
の
催
し
の
定
番
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に

伴
い
、
観
光
農
園
も
立
ち
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
こ
で
の
誘
客
や
ふ
れ
あ
い

体
験
な
ど
の
場
面
で
も
山
羊
は
人
気

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
幼
稚
園
や
小
学
校
で
の
飼

育
は
子
供
た
ち
の
情
操
教
育
に
役
立
つ

と
と
も
に
セ
ラ
ピ
ー
ア
ニ
マ
ル
と
し
て

山
羊
の
訪
問
が
老
人
ホ
ー
ム
で
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

山
羊
の
活
用
方
法
を
探
る

　

県
内
の
市
町
村
か
ら
、
こ
う
し
た
山

羊
の
特
性
を
利
用
し
、
地
域
活
性
化
に

役
立
て
た
い
と
の
相
談
が
沖
縄
総
合

事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は

９
月
19
日
、
山
羊
の
多
面
的
活
用
を
推

進
す
る
た
め
の
検
討
会
を
市
町
村
担
当

者
や
生
産
団
体
に
参
加
い
た
だ
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
県
内
外
で
の
山
羊

を
活
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
発
表

さ
れ
、
検
討

を
行
い
ま
し

た
。
検
討
会

に
お
け
る
発

表
内
容
の
一

部
を
以
下
に

紹
介
し
ま
す
。

①
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
取
組

　

南
城
市
の
農
業
生
産
法
人（
株
）大

地
で
は
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
園
芸
用

ハ
ウ
ス
を
山
羊
舍
に
改
築
し
、
１
５
０

頭
を
越
え
る
山
羊
を
飼
養
す
る
な
ど

県
内
で
も
有
数
の
大
規
模
な
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
山
羊
舍
の

隣
で
新
鮮
な
山
羊
肉
料
理
を
提
供
す

る
た
め
に
国
家
戦
略
特
区
の
認
定
を

受
け
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
開
業

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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▲手話通訳・要約筆記を交えた説明

▲講師の財務省吉野主計官

▲熱心に聞き入る学生の皆さん

▲職員からの手話に
　よる挨拶

NO.2 NO.1
【財務部】

初めて身体障がい者向けの
財政講演会を開催しました

国の財政状況や政府の取組みを広く多くの方に知っていただくため、
身体障がい者をはじめ、学生、パパママ、高齢者、

社会福祉関係者などの皆さまに向けて財政講演会を開催しました

　

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で

は
、
我
が
国
財
政
の
現
状
や
政
府

の
取
組
み
を
広
く
国
民
に
お
伝
え

し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
、
財
政
講
演
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
金
融
機
関
な
ど

の
経
済
界
や
地
方
公
共
団
体
の
皆

さ
ま
を
中
心
に
参
加
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
広

く
多
く
の
国
民
に
情
報
発
信
す
る

こ
と
と
し
、
講
演
会
を
２
回
に
分

け
、
初
日
は
身
体
障
が
い
者
向

け
、
２
日
目
は
学
生（
中
学
、
高

校
、
大
学
、
専
門
学
校
）や
子
育

て
中
の
方
、
高
齢
者
、
社
会
福
祉

関
係
者
向
け
に
幅
広
く
お
声
か
け

し
、
財
務
省
主
計
局
の
吉
野
主
計

官（
厚
生
労
働
係
第
一
担
当
）を
講

師
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

8
月
16
日
、
浦
添
市
身
体
障
が

い
者
福
祉
協
会
な
ど
の
会
員
の
皆

さ
ま
と
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
合
わ
せ
て
36
名

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
聴
覚

の
ほ
か
、
片
麻
痺
、
肢
体
不
自

由
、
車
い
す
な
ど
の
障
が
い
の
あ

る
方
々
に
不
備
の
無
い
よ
う
、
事

前
に
関
係
者

と
幾
度
と
な

く
打
合
せ
を

重
ね
、
手
話

通
訳
者
の
ほ

か
、
内
容
の
要
約
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
字
幕
で
映
す
要
約
筆
記
者
を
配

置
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
努
め
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
消
費
税
率

を
10
％
に
引
上
げ
た
と
し
て
、
国

の
財
政
が
ど
の
ぐ
ら
い
持
つ
の

か
」
な
ど
の
ご
質
問
に
、
出
来
る

だ
け
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
、
浦
添
市
身

体
障
が
い
者
福
祉
協
会
事
務
局
長

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
講
演
会
は
、

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

す
る
上
で
も
重
要
で
、
社
会
に
大

き
な
変
革
を
も
た
ら
す
と
と
も

に
、
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵

を
も
た
ら
し
ま
す
。
今
後
も
障
が

い
者
向
け
の
情
報
発
信
に
努
め
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

参
加
者
が
両
手
を
挙
げ
ヒ
ラ
ヒ
ラ

さ
せ
る
手
話
表
現
で
拍
手
し
閉
会

し
ま
し
た
。

　

翌
8
月
17
日
、
学
生（
中
学
、

高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
）40
名

や
子
育
て
中
の
方
12
名
、
高
齢
者

13
名
、
社
会

福
祉
関
係
者

な
ど
56
名
の

総
勢
121
名
に

参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

日
頃
、
接

触
の
少
な
い
層
に
お
声
か
け
し
た

こ
と
や
、
夏
休
み
期
間
中
で
あ
っ

た
こ
と
、
準
備
期
間
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の

方
に
参
加
い
た
だ
け
る
か
心
配
し

ま
し
た
が
、
財
務
行
政
に
繋
が
り

の
あ
る
大
学
教
授
、
沖
縄
県
社
会

福
祉
協
議
会
、
那
覇
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
な
ど
に
直
接
、
ご
案

内
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
最
終
的

に
は
、
予
定
を
大
幅
に
上
回
る
参

加
者
で
、
各
層
の
問
題
意
識
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
有
意
義

で
あ
っ
た
」「
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
多
く
の
評
価
を
い
た
だ

き
、「
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
世
代
に
関
す
る
こ
と
な
の

で
“
考
え
る
”
き
っ
か
け
に
な
っ

て
良
か
っ
た
。」「
な
ぜ
社
会
保

障
が
増
え
て
い
る
の
か
、
そ
の

内
容
が
知
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。」
な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
部
で
は
、
幅
広
い
多
く
の
皆

さ
ま
に
、
よ
り
一
層
ご
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

我
が
国
の
財
政
状
況
や
財
政
健
全

化
に
向
け
た
政
府
の
取
組
み
な
ど

を
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
務
部
理
財
課
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手
話
通
訳
者
や

要
約
筆
記
者
の
配
置
な
ど
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

学
生
、パ
パ
マ
マ
、高
齢
者
、

社
会
福
祉
関
係
者
な
ど
が

幅
広
く
参
加

記
１　日　時：平成30年 11月30日（金）　13：30 ～ 15：00
２　場　所：沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ　6階　「ニライ」
３　テーマ：「公正で自由な競争環境の確保に向けた公正取引委員会の役割」
４　講　師：公正取引委員会　委員　　山本　和史
５　定　員：130名（参加料無料、先着申込み順）
６　講演会の出席申込み先：沖縄総合事務局　総務部公正取引室（森田、大城）
　　電　話：098－866－0049　ＦＡＸ：098－860－1110

▲平成27年度の講演会の様子

　

公
正
取
引
委
員
会
は
、
公
正
か
つ
自
由

な
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

独
占
禁
止
法
と
そ
の
補
完
法
で
あ
る
下
請

法
な
ど
を
運
用
す
る
国
の
行
政
機
関
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委

員
会
は
、
独
占
禁
止
法
に
基
づ
き
、
価
格

カ
ル
テ
ル
や
入
札
談
合
、
優
越
的
地
位
の

濫
用
な
ど
、
多
様
な
事
件
に
厳
正
か
つ
積

極
的
に
対
処
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平

成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
延
べ
32
名
の
事

業
者
に
対
し
て
、
総
額
約
19
億
円
の
課
徴

金
納
付
命
令
を
行
い
ま
し
た
。
企
業
結
合

に
関
し
て
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て

は
、
３
０
６
件
の
届
出
が
あ
り
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
下
請
法
違
反
行
為

に
対
し
て
は
、
平
成
29
年
度
に
は
、
同
法

に
基
づ
き
９
件
の
勧
告
・
公
表
を
行
う
と

と
も
に
、
過
去
最
多
の
６
７
５
２
件
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
税

転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
違
反
行
為
に
対
し

て
は
、
平
成
29
年
度
に
は
、
同
法
に
基
づ

き
５
件
の
勧
告
・
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
地
区
で
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の

業
務
は
総
務
部
公
正
取
引
室
が
担
当
し
て

お
り
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
下
請

法
違
反
行
為
に
対
し
て
44
件
の
指
導
、
消

費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
違
反
行
為
に

対
し
て
７
件
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
独
占

禁
止
法
な
ど
の
普
及
・
啓
発
及
び
競
争
政

策
の
運
営
に
資
す
る
た
め
、
広
報
・
広
聴

活
動
に
も
注
力
し
て
お
り
、
商
工
会
の
役

員
な
ど
と
懇
談
し
て
、
競
争
政
策
に
つ
い

て
理
解
を
求
め
、
意
見
、
要
望
を
把
握
す

る
た
め
、
各
地
の
有
識
者
と
の
懇
談
会
の

開
催
、
ま
た
、
中
学
生
、
高
校
生
及
び
大

学
生
を
対
象
と
し
た
「
独
占
禁
止
法
教

室
」
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
沖
縄
地
区
に
お
い
て
も
、
同
様
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
公
正
取
引
委
員
会
の
活
動

内
容
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
公
正
取
引
委
員
会
に
対
す
る
御
意

見
・
御
要
望
な
ど
を
お
伺
い
す
る
た
め
、

公
正
取
引
委
員
会
の
山
本
委
員
に
よ
る
講

演
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
是
非
と
も
、
こ
の
講
演
会
に
御
出
席

く
だ
さ
る
よ
う
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
公
正
取
引
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
4
9

公正取引委員会の
講演会の御案内

【総務部】
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NO.3

財務部ホームページでは、その他の経済情報もご覧になれます。　URL：http://www.ogb.go.jp/zaimu/zaimu_keizai

30年度 上期 下期

（1.3） 5.9 ▲4.1 11.8
（▲11.2） ▲6.1 - -

　 （24.5） 38.6 18.7 55.6

　

（▲0.2） 3.5 ▲6.1 9.1
 情報通信業 （▲12.6） ▲9.0 ▲15.8 ▲5.3
 運輸業、郵便業 （▲53.9） ▲49.0 ▲48.6 ▲49.4
 卸売業、小売業 （▲24.6） ▲39.9 ▲29.8 ▲52.5
 サービス業 （93.5） 123.9 8.1 230.5

雇 　 用

売 上 高

経常利益

設備投資

30年6月末
前回調査

30年9月末
現状判断

30年12月末
見通し

31年3月末
見通し

39.6 （32.4）　43.6（29.7）　35.5 31.8

　 50.0 （43.8）　43.8（37.5）　43.8 37.5

　 37.9 （30.5）　43.6（28.4）　34.0 30.9

 建設業 42.9 （35.7）　53.3（35.7）　46.7 46.7

 情報通信業 28.6 （14.3）　16.7（14.3）　16.7 16.7

 運輸業、郵便業 44.4 （33.3）　44.4（22.2）　33.3 44.4

 卸売業、小売業 43.8 （37.5）　35.3（37.5）　35.3 23.5

 サービス業 68.8 （50.0）　76.5（43.8）　47.1 35.3

　　
　
　

20.0 （15.0）　20.0（15.0）　15.0 15.0

51.6 （41.9）　53.3（38.7）　46.7 40.0

40.0 （33.3）　46.7（30.0）　36.7 33.3

大 企 業

中 堅 企 業

中 小 企 業

全産業

　製造業

　非製造業

従業員数判断BSI（原数値） （単位：％ポイント）

(注）(　)書きは前回調査（30年4〜6月期）時の見通し

（期末判断「不足気味」−「過剰気味」社数構成比）

30年度 上期 下期

（3.2） 3.1 4.4 1.7
　 （3.5） 3.9 6.4 1.3
　 （3.1） 3.0 4.1 1.8

 建設業 （▲12.7） ▲ 4.0 ▲ 1.1 ▲ 6.1
 情報通信業 （0.3） 1.1 2.8 ▲ 0.4
 運輸業、郵便業 （1.4） 1.2 ▲ 0.3 2.8
 卸売業、小売業 （5.7） 4.5 6.3 2.8
 サービス業 （▲0.7） ▲ 1.0 ▲ 3.5 2.2

30年度 上期 下期

（▲6.7） ▲6.1 ▲1.4 ▲12.0
　 （▲18.8） ▲13.3 ▲2.1 ▲28.7
　 （▲5.9） ▲5.2 ▲1.3 ▲10.0

 建設業 （▲8.8） ▲10.2 7.6 ▲18.8
 情報通信業 （▲1.2） 3.1 8.8 ▲2.9
 運輸業、郵便業 （▲11.9） ▲9.0 ▲11.9 ▲4.4
 卸売業、小売業 （▲5.7） ▲7.2 ▲0.4 ▲13.6
 サービス業 （12.1） ▲5.2 ▲12.8 赤字縮小

全産業
　製造業
　非製造業

全産業
　製造業
　非製造業

全産業
　　電気・ガス・水道を除く全産業

　製造業
　非製造業

（前年同期比増減率：％）

（前年同期比増減率：％）

（前年同期比増減率：％）

（前年同期比増減率：％）

（前年同期比増減率：％）

（前年同期比増減率:％）

（参考）全規模・全業種（金融、保険を除く）

（参考）全規模・全業種

（参考）ソフトウェア投資額及び土地購入額を除く

30年度 上期 下期

（3.2） 3.6 - -

　 （3.5） 3.9 6.4 1.3
　 （3.1） 3.5 - -

30年度 上期 下期

（▲11.8） ▲11.2 ▲14.7 ▲5.5
　 （▲18.8） ▲13.3 ▲2.1 ▲28.7
　 （▲11.5） ▲11.0 ▲15.7 ▲3.5

30年度 上期 下期

（1.9） 5.9 ▲4.5 12.1
　 （21.3） 37.0 24.5 47.4
　 （0.6） 3.7 ▲7.1 9.9

全産業
　製造業
　非製造業

全産業
　製造業
　非製造業

全産業
　製造業
　非製造業

(注）１．(　)書きは前回調査（30年4～6月期）結果　 ２．－はデータ秘匿の観点から非公表　３．金融、保険は調査対象外

(注）(　)書きは前回調査（30年4～6月期）結果

（注）１.(　)書きは前回調査（30年4～6月期）結果　２.－はデータ秘匿の観点から非公表

（参考）ソフトウェア投資額及び土地購入額を除く

（注:電気・ガス・水道、金融、保険を除く)

（注:電気・ガス・水道、金融、保険を除く)

（注:ソフトウェア投資額を含み、土地購入額を除く）

規
模
別

現状判断は「不足気味」超、
先行きも「不足気味」超の見通し

３０年度は増収見通し

３０年度は減益見通し

３０年度は増加見通し

不
足
気
味
　
　  

　   

過
剰
気
味

　

（現状判断）　　（見通し）

3.1 3.9
3.0

4.4 4.1

1.7 1.3 1.8

6.4

▲6.1 ▲5.2
▲1.4 ▲1.3

▲12.0

▲28.7

▲10.0

▲2.1

▲13.3

5.9

38.6

3.5
11.8

55.6

9.1
18.7

▲4.1 ▲6.1

30年4～6月
前回調査

30年7～9月
現状判断

30年10～12月
見通し

31年1～3月
見通し

2.7 （13.4） 6.3 （13.4） 9.9 13.5

6.3 （0.0） 6.3 （18.8） 12.5 0.0

 0.0 （16.7） 0.0 （50.0） 33.3 0.0

2.1 （15.6） 6.3 （12.5） 9.5 15.8

 建設業 7.1 （21.4） 6.7 （14.3） 13.3 26.7

 情報通信業 ▲ 28.6 （28.6） 16.7 （42.9） 33.3 33.3

 運輸業、郵便業 22.2 （▲11.1） ▲ 11.1 （11.1） 0.0 11.1

 卸売業、小売業 0.0 （17.6） ▲ 11.8 （0.0） ▲ 5.9 11.8

 サービス業 ▲ 6.3 （12.5） ▲ 5.9 （12.5） 17.6 23.5

25.0 （10.0） 5.0 （5.0） 5.0 0.0

▲ 6.5 （32.3） 16.7 （25.8） 16.7 20.0

0.0 （4.9） 1.6 （9.8） 8.2 14.8

調査の目的
　本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対する経営者
の判断を調査し、経済・財政政策運営の基礎資料を得ることを
目的として、統計法に基づく一般統計調査として年４回（２、５、
８、11月）実施。

調査の概要

ＢＳＩ（Business Survey Index）の計算方法

景 況 判 断

調査の時点　 平成30年 8月15日

調査対象期間
判断項目：30年7～9月期及び9月末見込み、

30年10～12月期及び12月末見通し、
31年1～3月期及び3月末見通し

計数項目：30年度上期実績見込み、30年度下期見通し

調査対象企業の範囲
沖縄県内に所在する資本金、出資金又は基金（以下「資本金」という。）１千万円
以上（電気・ガス・水道業及び金融業、保険業は資本金１億円以上）の法人
調査対象企業数及び回収状況は次のとおりである。
対象企業数 ： １１9社　回答企業数 ： １１1社　回収率 ： ９3．3％

例「景況判断」の場合
前期と比べて

「上昇」と回答した企業の構成比････40.0％
「不変」と回答した企業の構成比････25.0％
「下降」と回答した企業の構成比････30.0％
「不明」と回答した企業の構成比･････5.0％

ＢＳＩ＝（「上昇」と回答した
企業の構成比　40.0％）

－（「下降」と回答した
企業の構成比　30.0％）

＝10.0％ポイント

対象企業数 回答企業数 回収率（％）
119 111 93.3

　 16 16 100.0
　 103 95 92.2

 建設業 16 15 93.8
 情報通信業 7 6 85.7
 運輸業、郵便業 9 9 100.0
 卸売業、小売業 19 17 89.5
 サービス業 18 17 94.4

　　 20 20 100.0
　 32 30 93.8
　 67 61 91.0

大企業（資本金10億円以上）

中堅企業（資本金１億円以上10億円未満）

中小企業（資本金１千万円以上１億円未満）

大 企 業

中 堅 企 業

中 小 企 業

全産業

　製造業

　非製造業

全産業

　製造業

　　　 食料品製造業

　非製造業

現
状
判
断
は「
上
昇
」超
幅
が
拡
大
、

　
　
先
行
き
は「
上
昇
」超
で
推
移
す
る
見
通
し

企業の景況判断BSI（原数値）

企業の景況判断BSI（％ポイント）

（単位：社）

（単位：％ポイント）

規
模
別

(注）(　)書きは前回調査（30年4〜6月期）時の見通し

（前期比「上昇」−「下降」社数構成比）

第58回法人企業景気予測調査
（平成30年7〜9月期調査）

【 財 務 部 】

上
　
昇
　
　
　
　
　
　
下
　
降

（現状判断）　　（見通し）
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NO.7

NO.6

【  八 重 山 農 林 高 等 学 校  】

【  南 部 農 林 高 等 学 校  】

上/講演会の様子
右/講師：伊盛米俊氏

左/講師：崎原秀俊氏
下/講演会の様子

収 入保 険 は 様 々なリスクから
農 業 経 営を守ります! !

NO.5

NO.4

▲講演会の様子

▲臼井専門官による説明

▲森明係長による説明

▲セミナーの様子

▲金融広報アドバイザーによる講義

　
９
月
４
日
に
沖
縄
県
立
南
部
農
林
高
等

学
校
、
11
日
に
は
八
重
山
農
林
高
等
学
校

に
お
い
て
、「
農
林
高
等
学
校
等
に
お
け

る
６
次
産
業
化
に
関
す
る
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
講
演
会
は
、
将
来
、
地

域
農
業
の
担
い
手
と
期
待
さ
れ
る
農
林
高

等
学
校
な
ど
の
生
徒
や
学
生
に
魅
力
あ
る

農
業
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、
就
農

意
欲
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
県
内
の
他
の
各
農
林
高

等
学
校
や
沖
縄
県
立
農
業
大
学
校
で
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

本
講
演
会
で
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局

農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
か
ら
国
に
お

け
る
６
次
産
業
化
の
支
援
策
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に

６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
の
方
を
講
師
と
し
て
事
例
紹
介
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

南
部
農
林
高
等
学
校
で
は
、
農
業
生

産
法
人
株
式
会
社
福
ま
る
農
場
の
崎
原

秀
俊
氏
か
ら
自
社
ブ
ラ
ン
ド
豚
「
き
び

ま
る
豚
」
を
活
用
し
た
取
組
に
つ
い

て
、
八
重
山
農
林
高
等
学
校
で
は
、
農

業
生
産
法
人
有
限
会
社
伊
盛
牧
場
の
伊

盛
米
俊
氏
か
ら
自
社
牛
乳
な
ど
を
活
か

し
た
取
組
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
林
水
産
部
経
営
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
6
2
8

【
農
林
水
産
部
】

来
年
1
月
か
ら

　
農
業
経
営
全
体
を
対
象
と
し
た

　
　
　
収
入
保
険
が
開
始
さ
れ
ま
す

【
農
林
水
産
部
】

「
農
林
高
等
学
校
等
に
お
け
る

 

６
次
産
業
化
に
関
す
る
講
演
会
」を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

加入条件や補償内容などは、以下の相談窓口にお問い合わせ下さい。

相談窓口 ＴＥＬ

沖縄県農業共済組合 098-833-8188
農林水産省では、収入保険に関する様々な情報を公開しています。
http://www.maff.go.jp/j/keiei/nogyohoken/syu_kyosai.html

　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個

人
・
法
人
）を
対
象
に
、
平
成　

年
１
月

か
ら
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然

災
害
や
農
産
物
の
価
格
低
下
な
ど
の
収
入

減
少
を
広
く
補
償
す
る
全
く
新
し
い
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
「
収
入
保
険
」
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
保
険
料
の
掛
金
率
は
1
・

0
8
％
で
、
農
業
者
ご
と
に
基
準
収
入
の

８
割
以
上
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
金
の
受
取
り
が
な
け
れ
ば
、
保
険

料
率
は
下
が
り
ま
す
。

　
米
、
さ
と
う
き
び
、
野
菜
、
果
樹
、
花
、

た
ば
こ
、
茶
、
し
い
た
け
、
は
ち
み
つ
、
山

羊
な
ど
、
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
な
ら
原
則

ど
の
よ
う
な
品
目
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、
鶏
卵
は

マ
ル
キ
ン
な
ど
が
措
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
対
象
外
で
す
。

※
収
入
保
険
と
農
業
共
済
、
ナ
ラ
シ
対

策
、
野
菜
価
格
安
定
制
度
な
ど
の
類
似

制
度
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

31

農林水産部経営課　☎098 ー 866 ー 1628

農業で新しい品目の導入、販路拡大などに
チャレンジしたいんだけど、
様々なリスクがあるんだよね〜。

大丈夫、収入保険にまかせてください！

自然災害や
鳥獣害などで
収量が下がった

市場価格が
下がった

災害で
作付不能
になった

けがや病気で
収穫ができない

倉庫が浸水して
売り物に
ならない

取引先が
倒産した

盗難や運搬中の
事故にあった

輸出したが
為替変動で
大損した

　
７
月
19
日
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等

専
門
学
校
機
構
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校

に
お
い
て
、農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
分

野
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
を
含
め

た
先
端
技
術
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
学
生
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
農
林
水
産
省
が
推
進
し
て
い
る
ス
マ
ー

ト
農
業
や
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
つ
い
て
農

林
水
産
省
担
当
者
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
本
講
演
会
は
、
農
林
水
産
業
が
推
進
し

て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業（
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
っ
た
先
端
技
術
を
活
用
し

て
超
省
力
・
高
品
質
生
産
な
ど
を
可
能
に

す
る
新
た
な
農
業
）の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
、
新
技
術
の
実
践
的
技
術
者
を
育
成
し

て
い
る
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
に
説

明
す
る
こ
と
で
、

在
学
中
の
研
究

テ
ー
マ
や
卒
業
後

の
進
路
に
お
い
て

農
林
水
産
分
野
も

選
択
肢
の
一
つ
と

な
り
、
同
分
野
に

お
け
る
先
端
技
術

の
活
用
の
推
進
の

一
助
に
な
る
こ
と

　
8
月
31
日
、
宜
野
湾
市
立
宜
野
湾
保
育

所
子
育
て
支
援
広
場
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
お
い

て
、
子
育
て
中
の
パ
パ
と
マ
マ
を
対
象
に

「
子
育
て
パ
パ
＆
マ
マ
の
マ
ネ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
前
半
は
、
金
融
広
報
委
員
会

の
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
の
重
要

性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
に
必
要
な
人
生
の
三
大
資

金（
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
、
老
後
資
金
）

に
つ
い
て
必
要
な
時
期
、
金
額
、
準
備

を
期
待
し
て
、
同
校
と
当
部
が
連
携
し
、

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

の
臼
井
善
彦
研
究
専
門
官
か
ら
「
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
」
と
題
し
、
自
動
走
行
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
最
先
端
の
農
業
機
械
な
ど

に
つ
い
て
動
画
を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
局
の
森
明
修
由

係
長
か
ら
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
農
業
分

野
へ
の
応
用
」
と
題
し
、
新
た
な
品
種
改

良
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
の
し
く
み
や
同
技
術
を
応
用
し
て

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
品
種
な
ど
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
開
発
さ
れ

た
新
技
術
の
現
場
で
の
実
用
化
に
向
け
た

課
題
を
知
れ
た
。」「
今
話
題
の
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
に
つ
い
て
自
分
が
誤
解
し
て
い
た

こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
部
農
政
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
6
2
7

の
方
法
を
考
え

て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
後
半
は
、
財

務
部
職
員
か

ら
、「
国
の
お

財
布
の
中
身
に

つ
い
て
」
と
題

し
て
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
か
ら

見
た
受
益（
児

童
手
当
、
年
金

な
ど
）と
負
担（
納
税
）の
イ
メ
ー
ジ
や
、

日
本
の
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
改
め
て
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
大
切
さ
を
気
づ
か
さ
れ
た
」、「
頂

い
た
資
料
を
参
考
に
夫
と
話
し
合
い
た

い
」、「
国
の
負
債
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
財
務
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
子
育
て
世
代
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
1

【
農
林
水
産
部
】

国
立
沖
縄
高
専
の
学
生
に
、

　
ス
マ
ー
ト
農
業
や

　
　
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
解
説
！

【
財
務
部
】

子
育
て
パ
パ
＆
マ
マ
の

　
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
財
政
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～
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NO.11

NO.8▲フラッシュモブの様子

▲関係者で記念撮影

NO.10▲グループワークの様子

▲講演の様子

▲講演の様子

NO.9
ガス事業法

電気用品安全法

●製品安全4法とPSマーク（製品安全マーク）
消費生活用製品安全法 ・ベビーベッド 他

・コンセント 他

・ガスこんろ 他

・カートリッジガスこんろ 他液化石油ガスの保安の確保
及び取引の適正化に関する法律

　

特
許
庁
と
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
平

成
31
年
1
月
30
日（
水
）〜
２
月
26
日（
火
）

の
約
１
月
間
、
知
的
財
産
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
う
ま
く
活
用
す

る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、「
知
財
の
ミ
カ
タ
～
巡
回
特
許

庁
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
が

ち
な
知
的
財
産
。

　
け
れ
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
や
デ
ザ
イ
ン
、
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え

る
多
く
の
も
の
ご
と
は
、
実
は
知
的
財

産
で
す
。「
知
財
の
ミ
カ
タ
～
巡
回
特
許

庁
」
で
は
、
知
的
財
産
の
活
用
事
例
や
ポ

イ
ン
ト
を
発
信
し
ま
す
。

　
初
日
の
１
月
30
日（
水
）は
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
（
那
覇
市
字
小
禄
）で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
知
的
財
産
に
興

味
の
あ
る
方
か
ら
実
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方

ま
で
全
て
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意

い
た
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
知

的
財
産
の
見
方
を
変
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
味
方

に
つ
け
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
知
財
の
ミ
カ
タ
～
巡
回
特
許

庁
」
の
開
催
期
間
中
は
、
審
査
官
が
地
域

に
出
向
い
て
面
接
を
行
う
「
出
張
面
接
」

を
沖
縄
全
域
で
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

出
願
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
特
許
庁
の
審

査
官
と
直
接
対
話
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
で
の
「
知
財
の
ミ
カ
タ
～
巡
回
特

許
庁
」
は
、
12
月
初
旬
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

公
表
及
び
申
込
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
皆
様
か
ら
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

経
済
産
業
部
地
域
経
済
課
知
的
財
産
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
3
0

【
経
済
産
業
部
】

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
知
的
財
産
を

　
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ま
せ
ん
か
？

　
　
～「
知
財
の
ミ
カ
タ
～
巡
回
特
許
庁
in
那
覇
～
」を
開
催
し
ま
す
～

　
昭
和
51
年
８
月
１
日
に
開
園
し
て
、
今

年
で
開
園
43
年
目
を
迎
え
る
国
営
沖
縄
記

念
公
園（
海
洋
博
公
園
）に
お
い
て
、
10
月

３
日（
水
）10
時
22
分
入
園
者
の
累
計
が

１
億
人
を
達
成
し
、
記
念
式
典（
セ
レ
モ

ニ
ー
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
１
億
人
目
の
入
園
者
は
、

熊
本
県
か
ら
お
越
し
の
佐
野 

拓
磨
く
ん

（
５
歳 

男
の
子
）で
、
お
父
さ
ま
、
お
母

さ
ま
、
妹
さ
ん
の
４
人
家
族
で
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
を
楽
し
み
に
ご
来
園
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

式
典
は
、
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
フ
ラ
ッ

シ
ュ
モ
ブ
が
行
わ
れ
た
後
、
賑
や
か
な

雰
囲
気
で
行

わ
れ
、
本
部

町
ミ
ス
桜
か

ら
の
花
束
贈

呈
、
国
営
沖

縄
記
念
公
園

事
務
所 

鈴

木
所
長
か
ら

の
認
定
書
授

与
、
一
般
財

団
法
人
沖
縄

美
ら
島
財
団 

常
務
理
事
か

ら
の
記
念
品

贈
呈
、
最
後
に
関
係
者
全
員
で
記
念
写
真

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
県
内
の
テ
レ
ビ
や
新

聞
の
取
材
も
あ
り
、
式
典
の
模
様
は
新
聞

掲
載
や
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
ま

し
た
。　

　

今
後
も
「
美
ら
海
花
ま
つ
り（
1
月
〜

2
月
）」
や
「
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
1

月
）」、「
沖
縄
国
際
洋
蘭
博
覧
会（
2
月
）」

な
ど
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す

の
で
、
皆
様
ふ
る
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
営
沖
縄
記
念
公
園
事
務
所

☎
0
9
8
0
ー
4
8
ー
3
1
4
0

【
開
発
建
設
部
】

国
営
沖
縄
記
念
公
園（
海
洋
博
公
園
）は

　
入
園
者
１
億
人
を
達
成
し
ま
し
た
！

【
経
済
産
業
部
】

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
8
in
沖
縄

　
　
　
～
創
業
×
地
域
の
未
来
を
考
え
る
～

　

10
月
２
日
（
火
）、
豊
見
城
市
の
交

流
型
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
ス 

ト
ヨ
プ
ラ

に
お
い
て
、「
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
8
in
沖
縄
～
創
業
×
地
域
の
未
来

を
考
え
る
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
の
創
業
支
援

の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
す
る
た

め
、
市
町
村
、
支
援
機
関
担
当
者
向
け
に
、

県
内
外
の
創
業
支
援
の
取
組
み
の
紹
介
や
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
、

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

担
当
者
よ
り
創
業
支
援
制
度
の
ご
説
明
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、一
般
社
団
法
人
沖
縄・

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ザ 

代
表
理
事 

能
塚
善
之
氏
に
ご
登
壇
い

た
だ
き
、
女
性
起
業
を
支
援
す
る
シ
ェ
ア

ス
ペ
ー
ス
「
ガ
ー
ル
ズ
ス
ク
エ
ア
」
の
取

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
人
口
約
1
6
0
0
人
の
徳

島
県
上
勝
町
で
、
創
業
支
援
を
行
っ
て

い
る
、
一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ

ン 

代
表
理
事 

大
西
正
泰
氏
に
ご
登
壇
い

た
だ
き
、
上
勝
町
で
の
創
業
支
援
の
ア
プ

ロ
ー
チ
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
や
、
創
業
者
の
不

安
解
消
の
重
要
性
な
ど
の
問
題
提
起
を
行

い
な
が
ら
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

担
当
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
今
後
も
、
市
町
村

が
策
定
す
る
「
創
業
支
援
等
事
業
計
画
」

の
認
定
を
す
す
め
て
い
く
ほ
か
、
県
内
の

創
業
支
援
者
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

経
済
産
業
部
地
域
経
済
課　

田
畑
、
幸
喜

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
3
0

　
私
達
は
身
の
周
り
を
様
々
な
製
品
に
囲

ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
取
扱
い
を

間
違
う
と
思
わ
ぬ
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
用
製
品
等
の
安
全
を
確
保
す

る
い
わ
ゆ
る
製
品
安
全
４
法
で
は
、
規
制

対
象
製
品
の
販
売
に
当
た
っ
て
の
Ｐ
Ｓ

（
製
品
安
全
）マ
ー
ク
の
貼
付
を
事
業
者
へ

義
務
付
け
て
お
り
、
対
象
製
品
の
購
入
の

際
に
は
Ｐ
Ｓ
マ
ー
ク
が
貼
付
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。（
対
象
製
品
は
経

済
産
業
省
H
P
「
製
品
安
全
ガ
イ
ド
」
で

確
認
で
き
ま
す
。）

　
ま
た
、
取
扱
説
明
書
を
よ

く
読
む
と
と
も
に
、
製
品
事

故
の
主
要
因
で
あ
る
「
製
品

の
欠
陥
や
不
具
合
」、「
使
用

に
当
た
っ
て
の
不
注
意
や
誤

使
用
」
及
び
「
長
期
間
の
製

品
使
用
に
よ
る
経
年
劣
化
」

等
に
は
日
頃
か
ら
注
意
を
払

い
製
品
事
故
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課
消
費
経
済
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
4
1

【
経
済
産
業
部
】

11
月
は「
製
品
安
全
総
点
検
月
間
」で
す
。

        

～
事
前
に
チ
ェッ
ク
！
身
の
回
り
の
製
品
！
～http://www.meti.go.jp/

product_safety/　

製品安全ガイド
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NO.12

▲沖縄国際ハブクラスター推進体制

▲会議の様子（於：合同庁舎2号館）▲事例紹介の様子

※
国
際
物
流
拠
点
活
用
推
進
事
業
ほ
か
、

　
経
済
産
業
部
の「
貿
易
と
国
際
化
」の

　
取
組
の
詳
細
は
こ
ち
ら

貿
易
中
核
人
材
育
成
研
修
が
始
動
！

第
1
回
目
の
研
修
を
開
催

自社の機能などの理解、相手のニーズ・課題の把握、既存商品・サービスを販売できる人材
取引相手の顧客やサプライチェーン上の各プレイヤーのニーズ・課題を把握し、既存商品・
サービスを販売できる人材
サプライチェーン全体を見渡し、新たな商品・サービスを創出し提案・販売できる人材
このような人材を育成することにより、これまで取りこぼしていた商機の獲得やお互いの利害
調整など、サプライチェーン上の各業界が協力し、海外市場獲得に向け、競争力を強化します。

【お問合せ】　内閣府沖縄総合事務局 経済産業部 商務通商課　TEL：098－866－1731

　
ア
ジ
ア
市
場
の
獲
得
に
向
け
て
、琉
球

泡
盛
海
外
展
開
、人
材
育
成
、モ
ノ
づ
く

り
や
物
流
事
業
へ
の
補
助
、大
交
易
会
へ

の
参
画
な
ど
、産
学
官
金
で
様
々
な
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
中
か
ら
、最

近
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
（
一
社
）沖
縄
県
貿
易
協
会（
会
長
：

新
垣
旬
子（
㈱
新
垣
通
商
社
長
）以
下
、

貿
易
協
会
）で
は
沖
縄
型
産
業
中
核
人
材

育
成
事
業（
平
成
30
年
度
内
閣
府
委
託
事

業
）を
活
用
し
て
、
沖
縄
の
商
流
及
び
物

流
機
能
を
軸
と
す
る
貿
易（
中
継
・
加
工

含
む
）に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得

す
る
た
め
の
商
談
型
人
材
育
成
研
修（
全

７
回
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

稼
げ
る
貿
易
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
農
水
産
品
、
工
業
製
品
な
ど
の
生

産
者
か
ら
、
陸
海
空
の
物
流
、
地
域
商

社
な
ど
様
々
な
企
業
や
団
体
が
市
場

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
生
産
者
か

ら
海
外
消
費
者
ま
で
、
製
品
の
品
質
を

維
持
し
、
適
切
な
価
格
設
定
で
届
け
る

な
ど
、
一
連
の
流
れ
を
全
体
最
適
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
沖
縄
貿
易
人
材

育
成
研
修
で
は
３
段
階
の
レ
ベ
ル
を
設

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
９
月
12
日（
水
）、
那
覇
市
に
て
第
１
回

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
相
手
に
自
社
を
売
り
込
む

３
分
ピ
ッ
チ
を
行
い
、
短
時
間
で
説
明
す

る
難
し
さ
を
知
り
、
対
話
か
ら
得
ら
れ
た

情
報
を
分
析
・
整
理
し
、
説
明
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
習
得
す
る
た
め
の
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
生
相
互
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
研
修
は
盛
り

上
が
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
研
修
の
修
了
基
準
を
満
た
し

た
受
講
生
に
対
し
て
は
、
内
閣
特
命
担
当

大
臣
か
ら
終
了
証
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

貿
易
中
核
人
材
育
成
研
修

［レベル1］
［レベル2］

［レベル3］

　
経
済
産
業
部
で
は
、
平
成
30
年
度
の
沖
縄
国
際
ハ
ブ

ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
会
議（
議
長
：
沖
縄
経
済
同
友
会
代
表

幹
事　

大
嶺　

滿
）を
平
成
30
年
９
月
に
開
催
し
ま
し

た
。

　
本
推
進
会
議
は
、
ア
ジ
ア
経
済
成
長
の
需
要
を
確
実

に
取
り
込
む
た
め
、
産
学
官
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
市
場
開
拓
や
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

企
業
を
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
に

継
続
し
て
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
、
沖

縄
の
市
場
と
の
近
接
性
や
気
候
な
ど
の
地
域
特
性
、

E
P
A
/
F
T
A
の
通
商
の
枠
組
み
な
ど
を
活
用
し

て
、
ア
ジ
ア
市
場
と
取
引
を
展
開
し
、
ま
た
、
市
場
獲

得
可
能
な
高
い
技
術
や
製
品
輸
出
を
よ
り
強
化
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
取
組
を
確
実
に
推
進
す
る

た
め
、
①
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
強
化
、
②
物
流
・
加

工
の
高
度
化
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
対
応

の
3
つ
の
戦
略
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
と
の
取
引
が
増
加
す
る
中
で
貿
易
の
安

全
・
安
心
を
担
保
す
る
貿
易
保
険
制
度
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
の
事
例
と
し
て
沖
縄
国
際
物
流
拠
点
活
用
推
進

事
業
※
に
採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、（
株
）沖
縄
医

療
機
器
開
発
事
業
の
高
谷
社
長
、（
株
）フ
ラ
ッ
プ
下
田

社
長
か
ら
沖
縄
に
進
出
し
た
経
緯
や
沖
縄
で
事
業
を
行

う
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
に
つ
い
て

【
経
済
産
業
部
】

ア
ジ
ア
市
場
の
獲
得
に
向
け
て
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NO.14

▲大会風景 ▲西澤氏による講演

NO.13

▲体験学習（機関室見学）

▲就業体験（旅客船乗降口）

▲体験学習（船内見学）

▲就業体験（曳船船橋）

▲体験学習（学校案内）

▲就業体験（貨客船船橋）

～確認しましょう２度、３度 笑顔で家族に会うために～

　
本
年
度
も
船
員
災
害
の
減
少
と

船
内
に
お
け
る
安
全
で
快
適
な
作

業
環
境
、
居
住
環
境
の
実
現
を
目

指
し
て
９
月
１
日
～
30
日
の
１
ヶ

月
間
を
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

と
し
、
“
確
認
し
ま
し
ょ
う
２

度
、
３
度　
笑
顔
で
家
族
に
会
う

た
め
に
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
月
間

中
、
各
種
の
行
事
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
８
月
31
日
に
、
那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
45

回
沖
縄
船
員
災
害
防
止
大
会
を
開

催
し
、
翌
日
よ
り
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
本
大
会
に
は
約
80
名
の
船
員
、

海
事
関
係
者
が
参
加
し
、
家
族
も

一
体
と
な
っ
て
船
員
災
害
・
疾
病

の
減
少
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ

と
を
誓
っ
た
大
会
宣
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
全
国
健
康

保
険
協
会 

船
員
保
険
部
」
の
西

澤 

康
平
さ
ん
に
よ
る
「
船
員
保

険
に
お
け
る
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
展

望
に
つ
い
て
～
船
舶
所
有
者
と
協

働
し
た
船
員
の
健
康
づ
く
り
支

援
」
と
い
う
演
題
で
、
講
師
の
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
会
場
に
は
作
業
用

救
命
衣
、
救
命
浮
環
な
ど
、
船
員

の
保
護
具
の
展
示
場
も
設
け
ら

れ
、
年
々
高
機
能
に
な
っ
て
い
く

保
護
具
に
参
加
者
の
関
心
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
月
間
中
に
は

訪
船
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
船

員
は
長
期
間
に
渡
り
特
殊
な
環
境

で
働
く
た
め
、
船
内
の
安
全
・
衛

生
環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
訪
船
指
導
員
が

県
内
各
港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪

れ
、
安
全
面
と
し
て
海
中
転
落
事

故
の
防
止
措
置
や
床
面
な
ど
の
転

倒
防
止
の
た
め
の
安
全
措
置
、
衛

生
面
と
し
て
飲
料
水
の
管
理
状
況

や
医
薬
品
の
備
付
け
状
況
な
ど
の

点
検
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

運
輸
部
船
舶
船
員
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
3
8

平成３０年度
船員労働安全衛生月間の実施

【運輸部】 沖縄海事産業人材確保・育成推進協議会（事務局：沖縄総合事務局運輸部）は、
若年内航船員の人材確保・育成のため、就職選択段階の高校生、

進路選択段階の中学生、各段階に応じたバリエーションのある取組を行っております。

　

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が

国
に
お
い
て
、
船
舶
に
よ
る
海

上
輸
送
は
、
国
民
生
活
及
び
経

済
活
動
並
び
に
観
光
振
興
な
ど

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
中
、
今
後
の
安
定
的
な
海

上
輸
送
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
海
上
輸
送
を
担
う
人
的

基
盤
た
る
船
員
の
安
定
し
た
確

保
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

特
に
船
員
供
給
源
が
国
内
に
限

定
さ
れ
て
い
る
内
航
海
運
に
お

い
て
は
、
年
齢
構
成
を
見
る
と

50
歳
以
上
の
割
合
が
5
割
と
高

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
数
年

後
に
は
船
員
不
足
が
生
じ
る
と

予
測
さ
れ
、
海
上
輸
送
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
若
年
の
内
航
船
員
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と

同
様
な
傾
向
が
あ
る
た
め
、
沖

縄
海
事
産
業
人
材
確
保
・
育
成

推
進
協
議
会
で
は
、
内
航
船
員

の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
を
作
り
、
将
来
、
内
航
船
員

の
職
業
を
選
択
し
て
も
ら
う
た

め
、
段
階
に
応
じ
た
各
種
取
組

み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
選
択
段
階
の
高
校
生
に

対
し
て
は
夏
休
み
期
間
の
7
月

24
日
～
8
月
25
日
に
沖
縄
水
産

高
校
及
び
宮
古
総
合
実
業
高

校
、
八
重
山
商
工
高
校
及
び
八

重
山
農
林
高
校
の
生
徒
を
対
象

に
県
内
の
内
航
船（
貨
物
船
、
旅

客
フ
ェ
リ
ー
な
ど
）で
「
就
業
体

験（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

進
路
選
択
段
階
の
中
学
生
に

対
し
て
は
同
じ
く
夏
休
み
期
間

の
8
月
16
日
に
沖
縄
水
産
高
校

及
び
実
習
船（
海
邦
丸
五
世
）

に
お
い
て
、
県
内
の
中
学
生
、

保
護
者
及
び
教
師
な
ど
を
対
象

に
船
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
説

明
、
実
習
船
「
海
邦
丸
五
世
」

の
見
学
、
将
来
の
沖
縄
を
担
う

船
員
に
な
る
た
め
に
県
内
の
水

産
高
校
で
ど
の
よ
う
な
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

な
ど
の
「
体
験
学
習
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
若
年
内
航
船
員

の
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す
る

取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

運
輸
部
船
舶
船
員
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
3
8

将来の船員確保・育成のために
就業体験、体験学習を実施

【運輸部】
Point
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なかゆくい

　朝食会の翌月、パーラー公民館へ行ってき
ました。
　パーラー公民館とは、生活圏内に公民館の
無い那覇市曙地域で開催する移動式屋台型
の公民館です。
　パーラー公民館では、「ゆんたくの場」や
ワークショップ、住民主体の講座などを行っ
ていて、筆者が参加したのは「ゆんたくの場」
です。
　午後2時、曙公園にパラソルや机などを設
置すると、買い物途中の近所の方などが立ち
寄り、筆者も「ゆんたく」に参加しました。
　午後4時頃から、近所の子供達が集まり、
まるで学童クラブのような状態に！
　お絵描きをしていた子が「パーラー公民館
楽しい」と言って、絵の横に文字にしていたの
が微笑ましかったです。

　若狭公民館は、「つどう・まなぶ・
むすぶ」ことを地域住民と一緒に
なって取り組んでいます。
　朝食会やパーラー公民館での何気
ない会話から、住民主体の新たな
企画が生まれるのも、若狭公民館の
オープンでフレンドリーな姿勢が土台
となっていると感じました。

　　　　筆者がパーラー公民館の撤
収を手伝っていたら、前述のお絵描
きしていた子から「また来てね」と
お誘いがありましたので、また参加
します！ アットホームな

朝食会でした！

朝日を浴びる
若狭公民館

パーラー公民館

「パーラー公民館
楽しい」

と書いてます☆

大勢の子供達が
集まりました

デイゴとガジュマル
の木陰に設置

「ジン・キ
オスク」

ワークシ
ョップで

作成し

たジン（
手づくり

本）な

ど、地域
の情報も

得ら

れるジン
を手に取

って読

むことが
できます

。

まとめ

追記

第
七
〇
回
優
良
公
民
館
表
彰（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）に
て
最
優
秀
館
に
選
出
！

 

那
覇
市
若
狭
公
民
館
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

　国道58号から以西の那覇市
内を活動エリアとする公民館
で、あらゆる世代を対象とした
様々な講座や事業を開催して
います。
　働く世代も参加しやすい「一
品持ち寄り　朝食会」や生活
圏内に公民館の無い那覇市曙
地区へ公民館を届ける「パー
ラー公民館」など、工夫を凝
らした様々な取組を行っていま
す。
　これまでの貢献が認められ、第70回優良公民館表彰において「最
優秀館」の栄誉に輝きました。

　コンビニエンスストアで購入したゴーヤーチャンプルーを持参し、若
狭公民館が毎月一回開催している朝食会に参加しました。
　参加した9月の朝食会で、132回目 ！ と歴史のある催しです。
　地域の家族連れ、近隣の公民館関係者など、子供から大人まで大勢
の参加者が集まりました。
　若狭公民館の朝食会は、「働く世代」でも気軽に参加できる催しとして
取り組まれています。
　食事をとりながら、何気ない世間話から近隣小学校のＰＴＡ活動の情
報交換など、実に幅広い話題で盛り上がりました。
　常連の参加者から「この朝食会で、様々な人とつながることもあり、刺
激になります。何気ない会話から新しい企画が生まれることもあります
よ。」と紹介がありました。

うみそら上映会

若狭公民館の様々な取組をアーカイブ。
全国公民館インターネット活用コンクール
において２回連続最優秀賞受賞した
ホームページはコチラ↓
http://cs-wakasa.com/
kouminkan/index.html
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一品持ち寄り 朝食会

若狭公民館とは？
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　 農業者の皆さん、農業者のための公的年
金である農業者年金制度をご存じですか？
　豊かな老後生活のためには、農業者など
自営業者の方が加入している国民年金だけ
では十分とは言えず老後の生活費は自分で
準備する必要があります。
　税制面での優遇措置や担い手への保険
料の国庫補助など農業者へのメリットがた
くさんある農業者年金への加入を是非ご検
討ください。

農
業
者
の

皆
さ
ん
！

●こんなにかかる老後生活（消費支出で年額約283万円）
　→高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の夫婦２人）の家計費は、
　　月額約23～24万円が必要となります。

●国民年金の支給額は年額約156万円
　→農業者の皆さんが加入している国民年金の支給額は、
　　40年加入で月額約6万5千円、夫婦あわせて月額約13万円です。

農業者なら知っておきたい 農業者年金の特徴

農業者年金の内容やご相談については、市町村の農業委員会または、JAおきなわ各支店が窓口となっています。
窓口では年金受給額がいくらになるのかのシミュレーションも行いますのでまずはお気軽にお問い合わせください。

農業に従事されている方は広く加入できます
　60歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）であって年間60日以上農業に従事している方
は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方やパートなどで農業に従事している方も加入できます。

家族一人ひとりの年金を！ 今、女性の加入者が増えています

１

つまり生涯を通じて税制上の優遇措置があります

税制面で大きな優遇措置があります
●支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、所得税、住民税が
　節税になります。（支払った保険料の15％～30％程度が節税）
●農業者年金基金が保険料を運用して得られる収益（保険料の運用益）は非課税です。
●将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。

3

保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます
　保険料を自由に決められ（月額２万円～６万７千円の間で千円単位）、経営の状況や老後設計に
応じていつでも見直せます。

2

終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります
 農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。仮に80歳前に亡くなられた場合でも80歳までに受け
取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相当する額を、ご遺族に死亡一時金としてお支払いします。

5

少子高齢時代に強い年金。年金資産は安全性を重視して運用しています
　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出
型）」の年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

4

認定農業者など農業の担い手の皆様への特別な支援です

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります
　認定農業者で青色申告者やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要
件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高1万円）があります。この国庫補助額に見合う年
金は、経営継承など一定の要件を満たせば特例付加年金として受給できます。また、経営継承の
時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

6 認定農業者になって
良かった！

国民年金だけでは
足りないんだねしっかり積立、がっちりサポート！

農業者年金で安心・豊かな老後を
しっかり積立、がっちりサポート！

で安心・豊かな老後を
あなたの老後生活への備えは十分ですか？

国民年金だけでは十分と言えない老後の生活費。
国民年金プラス農業者年金で老後に備えましょう！

（直通）０９８-８６６-５０７０

多重債務者相談強化キャンペーン2018

法テラス沖縄  ☎050-3383-5533

＜9月から12月は、多重債務者相談強化キャンペーンの実施期間です＞

※法テラスは、国が設立した公的な法人です。全国の法テラス事務所では、収入や資産が一
定額以下であるなどの条件を満たした個人の方を対象に無料法律相談を実施しています。

　沖縄総合事務局 多重債務相談窓口では、専門の相談員が返済で
お困りの方からご相談を伺った上で、他機関の紹介や債務整理などの
アドバイスを行っています。
　多額の借金を抱えて返済にお悩みの方、一人で悩まずに、まずは
ご相談ください。（無料）

正規の貸金業者とは、国（財務局、沖縄
総合事務局）・都道府県で貸金業登録を
受けています。そうした登録のないヤミ
金融の手口は想像以上に巧妙で手が
込んでいます。好条件の広告や不審な
勧誘等には十分に注意してください。

〔 月曜日～金曜日（祝祭日・年末年始を除く） ９時～１７時（12時～13時を除く） 〕

沖縄総合事務局
多重債務相談窓口

Information

お知 らせ
Information

お知 らせ
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